
����年の未来シナリオ
時を超えた旅
不透明な未来を乗り切り
共に明日を切り拓く



次世代のリーダーを育成し、
社内外のステークホルダーと対話する基盤を構築する

YOKOGAWAでは、「Yokogawa’s Purpose（測る力とつなぐ力で、地球の未来に責任を
果たす。）」を実現するために、変化し続ける世界を理解し、新しい価値創造と、重要な社会
課題の解決、共創的な社外ネットワークの構築が行える次世代リーダーを育成すべく、

「未来共創イニシアチブ」を発足しました。

社長直轄チームとして、部門横断的に選抜された��代半ばから��代前半のYOKOGAWA
社員��名が、多様性に富むチームを結成し、多くのお客様やパートナーの皆様との対話を
通して生まれた自由な発想と共創的な視点で、未来のシナリオを描きます。

YOKOGAWAの未来シナリオは、早稲田大学ガバナンス＆サステナビリティ研究所、Frost & 
Sullivan社の協力のもと、不確実性の高い事象、関連するメガトレンド、産業の再編成を考慮
して、作成されました。未来シナリオでは、����年における私たちのビジネス環境だけで
なく、産業全体のエコシステムを理解するために地図を作成し、各シナリオにおける世界
の状況と社会を描いています。協力関係を構築し、YOKOGAWAの未来志向の考え方を
示す、この取り組みが、お客様やパートナーとの有意義な対話のきっかけとなることを
期待しています。

YOKOGAWAは、未来共創に向けて、様々な企業や業界の経営者とオープンに対話できる
協働プラットフォームや学習コミュニティの構築を目指しています。かつてない不透明な
ビジネス環境の中で、未来シナリオは社会的課題に取り組むプレイヤー同士の共同イノ
ベーションや協働の基盤を作ります。YOKOGAWAは自律と共生を通じて、持続可能な価値
を創造し、地球規模の課題解決をリードしていきます。

未来を育む



シナリオプランニングとは？

最も影響力のある�つのメガトレンド

社会に影響を及ぼすリスクの増大

DXによるイノベーションの加速
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シナリオプランニングは、過去の延長線上にある１つの未来を
予測するフォアキャスティングではなく、バックキャスティング
に基づいた柔軟な戦略立案手法であり、不透明な未来の予測・
計画・回避を、より優れた形で行うことができます。シナリオ
プランニングでは、不確定要素や外部環境の変化の可能性を
考慮した上で、起こりうる�つの未来を描きます。

YOKOGAWAは、シナリオプランニングを通じて、お客様や
パートナーと共に、最良の未来を実現できるよう、�つの
未来シナリオを検証し、特定のメガトレンドを明らかにします。

YOKOGAWAにおける
シナリオプランニングの目的

全シナリオに共通で、社会・ビジネス・政府を変革する
ような、比較的予測可能な結果を伴う世界の潮流。

現在の行動計画を推進する
�つに分岐した未来の可能性。

未来を左右する重要な不確実性を示す各シナリオ
ドライバーにおいて、社会への影響が大きく、予測不能
な結果を生み出すような対立要因を検討することに
より、分岐したシナリオ作成が可能となる。

シナリオプランニングの可視化

メガ
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シナリオ A

シナリオ
ドライバー
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ナ
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ラ
イ
バ
ー

シナリオ B

シナリオ D 

シナリオ C

社会と産業を牽引する
�,���以上の要素を
特定

要素の検討後、���以上
の変化要因として整理

��のメガトレンドと
シナリオドライバーの
組み合わせを特定

未来を左右する重要な不
確実性を示す�つのシナ
リオドライバーを特定

最も影響力のある�つ
のメガトレンドを特定

�つに分岐した
シナリオ

シナリオプランニングのプロセス
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シナリオプランニングとは？

1 ����年の未来シナリオ 時を超えた旅
出典：Yokogawa



最も影響力のある５つのメガトレンド

2 ����年の未来シナリオ 時を超えた旅

社会に影響を
及ぼすリスクの

増大

DXによる
イノベーションの

加速

バイオ
テクノロジーの

活用拡大

多極化する
世界秩序

サステナビリティと
資本市場の融合

出典：Yokogawa, UN World Population Prospects; Bloomberg; Ecological Threat Register,
����; Pew; Deloitte; Frost & Sullivan

����年において、産業界のエコシステム全体に甚大な影響を及ぼすトレンド



産業の未来を形作るメガトレンド

グローバルリスクが高まる事で、社会・経済の安定に
対する脅威も増大。レジリエンスを高めるべく積極的
に備える国もある一方、事後対応のみの国は、ますます
脆弱化する。

過剰な人口増加により、資源確保が
困難になる。

気候変動により、自然災害が
さらに増大。

サイバー攻撃、テロ、世界的な健康
被害・疾病などの脅威が着実に増加。

レジリエンスへの備えのない多くの
国は、より脆弱化する。

グローバルリスクのタイムライン
����‒����

生態系バランスの
リスク

世界の安定性
リスク

人間の生産性
リスク

技術の進化
によるリスク

資源・原材料の不足

感染症の拡大

地政経済学的な対立

富の不平等

サイバー
セキュリティ

ディスインフォ
メーションの蔓延
と個人データの
プライバシー侵害

自然災害

感染拡大
からの回復

移住

ウェルネス

都市化
肥満・
ライフスタイル

ネオナショナリズム

債務危機

国際的
アライアンスの

変化

食料・水・
エネルギーの

確保

�-�年

�-�年

�-��年

高齢化

気候変動

アイデンティティと
多様性の危機

出典：Yokogawa, WEF Global Risks Report, UN World Population Prospects; Bloomberg; 
Ecological Threat Register, ����; Pew; Deloitte; Frost & Sullivan

社会に影響を及ぼすリスクの増大
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拡大し続けるIoTデバイスが、人工知能、高性能コンピュー
ティング、超低遅延ネットワークと結合し、イノベーションを
起こす優れた基盤が形成される。

デジタル変革エコシステム

人間拡張

ハイパー
コネクティビティセンサーフュージョン

ARコンタクトレンズ

携帯型ホログラフィック
アシスタント

触感型VR

汎用的な人工知能

量子
コンピューティング

自動AI

�Gネットワーク産業用メタバース

コボット

�Dプリンティング

ブレイン・マシン・
インターフェース

L�
自動運転車

ディープ
ラーニングと

人工知能

DXによるイノベーションの加速
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産業の未来を形作るメガトレンド

出典： Yokogawa, Statista; 
ARM; Frost & Sullivan����年の未来シナリオ 時を超えた旅

����年までに全世界で�兆台以上のIoT
デバイスが稼働。

�G・�Gネットワークが、指数関数的に
増大するデータをサポート。

ハードウェア・ソフトウェア技術の進歩に
より、デジタル変革と新しいアプリケー
ションの優れた基盤が形成される。

マルチバースと
ミラーワールド



バイオテクノロジーの研究開発は、今後��年間で急速に
進み、人間による自然の再設計が促進され、非常に多様な
産業へ応用が進む。

ワクチン開発を加速させる
mRNA制御技術。

CRISPRゲノム編集技術による
耐性作物の開発、ヒトの臓器の培養、
絶滅危惧種の保護。

特に注目される２つのバイオテクノロジー

合成生物学の各分野への実用可能性（非医療分野）、
米国、����-����年

特殊な原料

����

次世代バイオ触媒

マイクロバイオーム
食品

インテリジェント・
コーティング

体内埋め込み型
バイオセンサー

AIを活用した
スクリーニング

炭素分離・貯留

DNAターボ
チャージデータ

新たな炭素固定法 人工藻類

新たな先端材料

バイオセキュリティー

AIによるモデリングと
デザイン

バイオモニタリング
・制御 

バイオベース電子工学と
コンピューティング

バイオベース・
ナノ構造体

マイクロ流体工学と
バイオナノセンサー

合成食品・味・香料

新化合物プラットフォームと
バイオベース素材

新作物のための
遺伝子組換え種子

非再生可能な材料の代替

AIを活用した共生分析

バイオレメディエーション

制御・監視

バイオポリマーと
生物由来界面活性剤

勃興期 進展期 成熟期���� ���� ����

農業と食品

材料科学

バイオディフェンス
（生物兵器防御）

AIベースの合成生物学

環境

マイクロ・ナノエレクトロニクス

エネルギー貯蔵

実用化の可能性 低 非常に高い

バイオテクノロジーの活用拡大

5
出典： Frost & Sullivan

産業の未来を形作るメガトレンド

バイオテクノロジーは今後ますます
拡大するものの、国際社会にとって
有益となるか、有害となるかは未知数。

����年の未来シナリオ 時を超えた旅



経営の透明性が重要視され、投資家や資本市場による精査
が進み、持続可能なビジネスモデルの成長が促進する。

天然資源の枯渇、環境破壊、気候変動
の深刻化、生物多様性の損失などの
脅威が増大。

投資家は、環境・社会・ガバナンス（ESG）
の価値を高める企業を評価。

炭素税などの金融政策やリスク回避
的な投資により、企業はサステナビリ
ティを優先。

損失リスク
����年現在、S&P���企業の��%が、気候変動に対する高リスク
資産を少なくとも�つ保有しており、その時価総額は��兆ドルに
達する。最大の物理的リスクとして、気温上昇に伴う熱波、山火事、
水不足、ハリケーンなどが挙げられる。

��%

﻿ESGの割合
����年時点で、年次計画にESG指標を含んでいるS&P���企業の
��%は、市場主導の開示フレームワーク（TCFD、TNFD等）に成功
している。

��%

﻿ESG資産
ESG資産は、����年時点で世界の運用資産総額の��％を占め、
時価総額は��.�兆ドルにのぼる。

��%
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産業の未来を形作るメガトレンド

サステナビリティと資本市場の融合

出典： Yokogawa, Statista; Opimus; the World Bank; 
Bloomberg; Reuters; S&P Global; Frost & Sullivan����年の未来シナリオ 時を超えた旅



新興国（中国、インドなど）が世界秩序を再構築し、非国家
の巨大テック企業が、仮想世界と現実世界に対して互いに
影響力を行使する。

新興国が米国やEUと競合し、グローバル　
ガバナンスは弱体化、変化を迫られる。

仮想世界は現実の国として機能するよう
になり、ユーザーのプライバシー、アルゴ
リズムによる操作、情報の伝搬に関する
懸念が拡大。

仮想世界テクノロジーは、メタバースや
マルチバースエコシステムを発展させ、
物理世界への影響が拡大。政府は、巨大
テック企業の影響力を抑制するため、
さまざまな手段を講じる。

国別GDPとデータ生産量 上位��か国
����年予測＊�

メガデータ
生成国
(�日当たり�エクサバイト
以上のデータを生成）

��.��
��.��

��.�
�.��

�.��
�.��
�.��

�.��
�.��

�.��
�.��
�.��

�.�
�.��
�.��
�.��

�.��
�.��
�.��
�.��

ヘビーデータ
生成国
(１日当たり�.�～�エクサ
バイトのデータを生成）

ストロングデータ
生成国
(�日当たり�.�エクサバイト
未満のデータを生成)

CHN
USA
IND
IDN
JPN
DEU
BRA
TUR
RUS
GBR
MEX
FRA
KOR
ITA
SAU
CAN
ESP
AUS
POL
ARG

産業の未来を形作るメガトレンド

多極化する世界秩序

出典：Yokogawa, Statista; UN; OECD; Epic Games; Backblaze; Frost & Sullivan
7 ����年の未来シナリオ 時を超えた旅

＊� データ生成の計算は、各国の人口に����年の一人当たり国際データ予測値を適用し、控えめに見積もった。
�エクサバイトのデータは、テレビ会議を��万年連続で行った場合のデータ量に相当する。



�つのシナリオドライバー：未来を左右する重要な不確実性

8
出典： Yokogawa, Statista; Opimus; the World Bank; 

Bloomberg; Reuters; S&P Global; Frost & Sullivan

� データフローはどのように拡大し、技術の社会実装はどのように進展するか？

ビジネスとコミュニティの利益は相反する：

データサイロ（中央集権） データ活用社会 コミュニティ中心（権力分散）

限られた領域、特定の分野ごとのデジタル技術の革新

様々な法律や規格により、データ標準化は困難を極める

二者間取引とブローカー取引がデータ取引の中心となる

ビジネスとコミュニティの優先事項に共通の利害：

迅速で、業種を超えたデータ活用によるDX

共通の枠組みより、データの標準化は恩恵を受ける

相互接続されたマルチステークホルダー・モデルが、
データ取引に広く導入される

� 社会は、増加する世界人口のニーズを満たしながら、資源不足や気候変動にどのように対処するのか？

世界規模の不均衡が出現：
世界規模の不均衡

自己利益の追求

地球環境の優先事項に対して妥協する

化石燃料への依存と中央集中型エネルギーシステム

地球規模の生物多様性リスクにつながる無秩序な人工化

人と自然の共生

人と自然の共生の実現：

広範な社会的発展に焦点を当てたグローバルな利害の一致

地球環境の優先事項に対して妥協しない

世界的需要に対応した、高度に統合・分散化された再生可能エネルギー

人類と技術を共に進化させるバイオテクノロジーの発展

社会と地球生態系の関係

����年の未来シナリオ 時を超えた旅



����年の世界：４つのシナリオ

9 ����年の未来シナリオ 時を超えた旅

デ
ー
タ
活
用
社
会

A

B

D

C

The 
World 

in ����

コミュニティ中心（権力分散）

データサイロ（中央集権）

世界規模の
不均衡 人と自然の共生

建設的調和拡散したイノベーション

グリーンとデジタルの要塞失われた変革の機会

社会と地球生態系の関係

出典：Yokogawa
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Little Significant

サステナビリティ目標達成度：

シナリオ
A B C D

人類は環境への依存を認識し、国家は根本的な相互依存関係を認識し、
自己の利益よりも地球規模の社会的進歩と生態系のバランスを優先している。

建設的調和

ウェルビーイング
の実現

循環型経済
（サーキュラーエコノミー）

への移行

ネットゼロの達成

技術革新により、人類は社会生態学的進歩を優先し、人間の基本的な
要求を満たすために協力している。ウェルビーイング、平等、環境スチュ
ワードシップ等が、経済の健全性を測る基準となっている。ユーザー
体験と人間同士の相互作用が、協調的なシェアリングエコノミーと
サービス主導型ビジネスモデルの基礎を形成している。さらに、シーム
レスに統合された仮想世界は、資源に過大に依存した消費構造を
激減させ、グローバルな連携を実現している。
合成生物学によって、生物多様性を尊重しながら、世界規模で重要
な資源の獲得が可能となる。増大する世界のエネルギー需要に対応
するため、再生可能エネルギーは高度に統合化・分散化している。
その他の関連エネルギーおよび炭素回収技術の進歩は、人類をネット
ゼロ経済やネイチャーポジティブ経済へと導いている。

シナリオの内容

地球規模での人と自然の調和

新しい経済指標

社会・環境への影響に課税する政策

富裕国が発展途上国におけるサステナビリティへの移行を助成

グローバルなデータエコシステムと基準の共有

循環型経済（サーキュラーエコノミー）

「建設的調和」の重要要素

����年の未来シナリオ 時を超えた旅

小 大 小 大 小 大
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政府は、気候変動による人類存亡危機への対応を進め、民間企業は、自然災害や
広範な資源不足に起因するビジネスリスクに対処しなければならない。同時に、
要塞間のデータ流通が制限されて、イノベーションの非連携化が進んでいる。

グリーンエコノミーと同期した成長がもたらすビジネス変革

サステナビリティに支えられたESG投資と資本市場

企業の透明性への要求

一部の法的権限における個人データ所有権

データ標準やフレームワークから恩恵を受ける業界

顧客ロイヤリティを確保するためのベンダーロックインモデル

サステナビリティ目標達成度：

政府や民間企業が気候変動や地球規模リスクへの対応に取り組む中、
サステナビリティに焦点を当てた技術が進歩している。しかし、データ
共有モデルの制約により、進歩は漸進的で画期的なイノベーションは
ほとんど生まれていない。データフローが制約されるので進歩が遅れ、
グローバルな観点での社会の成長には要塞間の格差が生じている。
クローズドシステムが主流の業界では、顧客ロイヤリティ確保を目的
としたベンダーの囲い込み（ベンダーロックイン）が行われ、レガシー
システムへの依存が全体の効率性を妨げている。また、多くの仮想エコ
システムがベンダーロックイン方式を通じて競合し、消費者と企業間
の接続性が向上しつつも制限されている。バイオ技術の進歩により、
広範な環境問題の解決が図られ、エネルギー構成比に占める再生可能
エネルギーの割合が拡大している。しかし、国家のエネルギー需要を
満たすには依然として化石燃料と原子力の使用を必要とし、ネット
ゼロ目標の障害となっている。

シナリオの内容

「グリーンとデジタルの要塞」の重要要素

グリーンとデジタルの要塞

シナリオ
A B C D

Little Significant

ウェルビーイング
の実現

循環型経済
（サーキュラーエコノミー）

への移行

ネットゼロの達成

����年の未来シナリオ 時を超えた旅

小 大 小 大 小 大



シナリオ
A B C D

国際社会は、人類と環境の存亡の危機をもたらす大きな脅威に対して、
充分かつ適切に対処する機会を逃し続け、その責任を将来の世代に転嫁している。

サステナビリティ目標達成度：

失われた変革の機会

Little Significant

ウェルビーイング
の実現

循環型経済
（サーキュラーエコノミー）

への移行

ネットゼロの達成

小 大 小 大 小 大

複数の技術インフラや標準が競合し、国益や短期的な企業目標が優先
され、社会・環境への全体的な進歩が鈍化している。細分化した官民の
権力構造によってグローバルガバナンスが分断され、地球規模の脅威
への対応が遅れている。人類の対応が不充分であるため、多くの人々
が基本的なニーズを満たせないまま、将来の世代に責任を負わせること
になる。
貧困国に先駆けて、裕福な経済圏は技術的進歩の恩恵を享受している。
並行して、仮想世界が急成長し、物理的世界との格差がデジタルエコ
システムに反映されている。
バイオテクノロジーの進歩による無秩序な人工化が、世界の生物多様
性を脅かす一方、ほとんどの発展途上国は、環境の限界を超えた炭素
排出を継続している。

自由なデータ流通抑制

組織の利益が優先されるデータ利用

国家的優先事項と経済課題が、サステナビリティの優先順位を軽視

民主主義国家における細分化された社会的視点

新興国に向けたエネルギー転換支援が失敗

製品中心やサブスクリプション型ビジネスモデルの普及

シナリオの内容

「失われた変革の機会」の重要要素
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拡散したイノベーション

シナリオ
A B C D

イノベーションは技術や商品のコストを下げ、個人の自己実現や能力を向上させるが、
気候変動や資源不足による脅威の高まりに対しては脆弱なままとなっている。

サステナビリティ目標達成度：

Little Significant

ウェルビーイング
の実現

循環型経済
（サーキュラーエコノミー）

への移行

ネットゼロの達成

オープンシステムとデータフロー増大は、グローバルな技術革新を可能
にしている。しかし大量消費を目的としているため、天然資源のバランス
をさらに崩し、社会生態学が重視する持続可能性の取り組みを変質
させている。仮想世界はボーダレスで無限になり、主に消費者が物理
的世界からの逃避のために利用している。
企業は、ESGの観点から持続可能な技術や社会に役立つ技術の普及
に努めるが、政府や国際機関からの本質的な支援が十分ではない。
バイオテクノロジーにより医学が大きく進歩するが、すべての国に平等
に行き渡っていない。また、賛否両論を引き起こす実験が盛んに行わ
れている。再生可能エネルギーの進歩にもかかわらず、世界のエネル
ギーミックスにおける化石燃料の割合は高いままとなっている。人類
が環境の限界を超える事が懸念されるものの、多くの場合、国益が優先
されている。

表面的なサステナビリティの取り組みや進歩

人類のウェルビーイングに貢献するデジタル技術によって推進される
新しい価値観とライフスタイル

イノベーションによる社会へのインパクトを重視する国々

データ流通や規制を明確化する新しい二国間協定

オープンシステムと分野横断的なデータ共有

様々なビジネスモデルや産業の方向性の出現と共存

シナリオの内容

「拡散したイノベーション」の重要要素

13 ����年の未来シナリオ 時を超えた旅
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社会、技術、経済、環境、政治（STEEP）という�つの視点から見た、����年の世界における各シナリオ

A B C D

社会

技術

経済

環境

政治

建設的調和 グリーンと
デジタルの要塞

失われた変革の機会 拡散した
イノベーション

社会、企業、生態系のバランス

ソフトウェア、ハードウェア、
バイオテクノロジーの
オープンソース化

経済成長と環境重視の両立

人間と環境の共生

国際コミュニティや
政治での連携

民間企業主導のサステナビリティ

技術による競争力と経済的
価値の創造

ESG志向の株主モデル

環境に起因するビジネスリスク
軽減を重視

多極化する世界秩序

機能不全に陥った社会と政治

人類の最善の利益とは無関係
な、制御不能な技術的進歩

従来の株主モデルに基づく
短期的成長志向

環境ストレスの増加

グローバルガバナンスの混乱
と多様な政治的イデオロギー
の林立

多変的、短期的、
個人中心の社会

大量消費と現実逃避を
助長する技術

幅広い経済モデルの共存

消極的・表面的な
環境問題対応

競合する政治システム

14

STEEP分析
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各シナリオにおける地域別の優位度

すべての国が温室効果ガス
排出量削減を前進させ、社会
的ウェルビーイングを確保し、
循環型経済（サーキュラーエコ
ノミー）に移行する。

A

産業構造の転換を重視する強
固な経済基盤を持つ国々が、
大きな優位性を持つ。

B

裕福な国は有利である一方、
あらゆる国が、格差拡大、環境
不安、イノベーションの遅延に
よって苦しむ。

C

優れた研究開発エコシステム
と、教育水準の高い若者人口
が多い富裕国が、強い優位性
を持つ。

D

アフリカ ASEANと
南アジア

ヨーロッパ 中南米 中東 北米 アジア・
オセアニア
その他地域

シナリオにおける優位性の程度 大 中 小15

地域分析
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A
B

D
C

コミュニティ中心（権力分散）に
共通の視点

加速するDXと、マルチステーク
ホルダー による価 値 創 造 を
目的とした協業データ空間が、
全体的な最適化を推進する。

世界規模の不均衡に共通の視点

不充分で断続的なグリーンエネルギー生産
と、炭素回収技術の制約により、地球規模の
生物多様性の保全が進まない。

人と自然の共生に共通の視点

十分かつ信頼性の高いグリーンエネルギー
生産と炭素回収技術が、地球上の生物多様性
を支える。

費用対効果の高い再生可能
エネルギーの普及は限定的で、
グリッドスケールの改善は優先
されない。従来技術による発電
所は、世界のエネルギー需要
を満たすために依然として稼働
する。

統合されたサプライチェーンへ
と向かうが、国境を越えた調和
は達成されない。業界横断的な
連 携 は、国 際 的データ政 策や
システムの不整合・冗長性により
制限される。

データサイロ（中央集権）に
共通の視点

デジタル技術の導入遅延と、
データ共有プラットフォームの
民営化によって、全体最適化と
連携の実現能力が制限される。

自律した分散型電力ソリュー
ションにより、日常のインフラに
クリーンエネルギーが高度に
統合される。発展途上国でエネル
ギー転換が飛躍的に前進する。

業界横断的な協業による統合型
サプライチェーン。オープンシス
テムにより、デジタルで柔軟な
工場、モジュール化されたサー
ビス、MaaSモデルが可能になる。

グリッドの改善により再生可能
エネルギーが実現し、原子力
が再注目される一方で、従来
技術による発電所が段階的に
廃止される。

独立した業界横断的連携と、サプ
ライチェーンの部分的な統合。
クローズドシステムがテクノロジー
エコシステムとシステムインテグ
レータの競争を促進している。

自然エネルギーの進歩は限定
的で、化石燃料の使用割合は
高いままである。従来技術による
発電所が建設され続ける。

サプライチェーンの全体統合は
限定的で、組織内の最適化に重点
が置かれる。システムはクロー
ズドであり、ジャストインタイム
の製造方法に過度に依存する。

エネルギーとバイオテクノロジー 産業と製造 MaaS = サービスとしての製造

産業分析
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貴社の組織戦略は、
どのシナリオに最も
合致していますか？

組織として、どのような長期目標や
取り組みを掲げていますか？

貴社は、サステナビリティに向けた
取り組みにおいて、どの段階にあり、
どのような課題に直面していますか？

データ共有連携の基盤となるオープンで
柔軟なアーキテクチャを採用する意欲は
ありますか？

今後、サプライヤーのエコシステムを
どのように進化させたいですか？

17

旅の次なるステップへ

����年の未来シナリオ 時を超えた旅



Authors

未来共創
イニシアチブ

玉木　伸之
プロジェクトリーダー
横河電機株式会社

Ms. Jillian Walker
Vice President,
TechVision
Frost & Sullivan

Mr. Antoine Huchez
Consulting Manager,
Industrial Technologies
Frost & Sullivan

Mr. Senthoor Gounder
Senior Consultant,
Industrial Technologies
Frost & Sullivan

Ms. Emilie Jones
Consultant, Energy & 
Environment
Frost & Sullivan

Mr. Ram Ramasamy
Vice President and 
Global Client Leader
Frost & Sullivan

清武　康平
シナリオアンバサダー
横河ソリューション
サービス株式会社

古屋　佑樹
シナリオアンバサダー
横河電機株式会社

Supervisors

In collaboration with

Dr. Joel Malen
早稲田大学
ガバナンス＆
サステナビリティ研究所
所長

池上　重輔
早稲田大学
ガバナンス＆
サステナビリティ研究所
教授

18 ����年の未来シナリオ 時を超えた旅

著者とプロジェクトチーム

Special Thanks
伊藤　晶彦
中林　暁男
山崎　千尋
高畑　智夏
反町　宏明
坂下　浩史
仙波　弘樹
山下　弘高
Jason Kurniawan
勝山　純
梶本　和法
中道　和也
望月　誠
野田　基公
大内　伸子
二木　佐知子
児林　貴洸
勝野　貴
山形　隆
島村　智美
早川　徹
友野　弥生
新堂　陽平
川島　洋輔



横河電機株式会社

未来共創イニシアチブ

〒���-���� 東京都武蔵野市中町�-�-��
電話：����-��-����

https://www.yokogawa.co.jp/future-co-creation-initiative/

商標
本書に記載されている企業名、団体名、製品名、ロゴは、横河電機株式会社および各企業の登録商標または商標です。
本書の内容は事前の予告なく変更されることがあります。
無断転載禁止。Copyright© ���� 横河電機株式会社


